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1.  平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 105,811 1.5 4,118 158.6 4,233 107.8 2,387 111.7
24年3月期第3四半期 104,283 △8.3 1,592 △49.7 2,037 △42.7 1,128 △39.4

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 2,377百万円 （112.8％） 24年3月期第3四半期 1,117百万円 （△40.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 141.33 ―
24年3月期第3四半期 66.76 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第3四半期 65,446 19,671 29.9 1,160.01
24年3月期 59,173 17,462 29.4 1,029.06
（参考） 自己資本   25年3月期第3四半期  19,597百万円 24年3月期  17,385百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
25年3月期 ― 0.00 ―
25年3月期（予想） 15.00 15.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 140,000 3.7 1,900 185.7 2,100 67.1 800 86.5 47.35



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料P.３「サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧下さい。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳細は、添付資料P.３「２．サマリー情報（注 
記事項）に関する事項 (３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商 
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等 
は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 17,918,252 株 24年3月期 17,918,252 株
② 期末自己株式数 25年3月期3Q 1,023,603 株 24年3月期 1,023,603 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 16,894,649 株 24年3月期3Q 16,894,807 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要等もあり緩やかに回復しつつ

あるものの、長引くデフレーションや円高の長期化、欧州債務問題や新興国を含めた海外景気の下振れなどを背

景に、先行きは不透明な状況で推移いたしました。 

このような経営環境の中ではありますが、当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、事業の長期的な成長

を重視し、当初の計画通り商品・サービスの拡大を積極的に推進してまいりました。 

① 「カメラのキタムラ」を５店、「スタジオマリオ」を29店、合計34店出店しました。そのうち、「スタ

ジオマリオ」は、「カメラのキタムラ」店舗内に18店併設出店しました。退店は35店舗実施しました。 

② 「写真付き年賀状」では「キタムラオリジナルデザイン」を昨年より増やし、「印刷タイプの年賀状」

では高品質・スピード仕上げを実施しました。スマートフォンから年賀状を注文できるアプリを開始し

ました。その結果、年賀状の販売枚数は、6,130万枚（前年同期比1.2％の増加）となりました。 

③ 「スタジオマリオ」では、最大需要期の七五三撮影において、売上高は前年同期比7.7％増となりまし

た。また、「カメラのキタムラ」内に「スタジオマリオ」を併設出店したことで、相乗効果を発揮でき

ました。 

④ Apple Japanと正規サービスプロバイダ契約を結びました。「カメラのキタムラ」８店舗でApple正規サ

ービスプロバイダの取扱いを開始しました。 

⑤ スマートフォンの販売店舗を295店舗に拡大しました。 

⑥ スマートフォンからのプリントを増やすため、「カメラのキタムラ」全店の受付カウンターデザインを

「スマホからプリント」に変更し、店頭トークも「スマホからプリント」を訴求する内容に統一しまし

た。あわせて、スマートフォンからもプリント注文ができることを訴求したＴＶコマーシャルを開始し

ました。 

⑦ スマートフォンアプリ「マイフォトボックス」をバージョンアップしました。スマートフォンで撮影し

た画像データをインターネット上のクラウド型サービスでお預かりし、フォトブックと写真プリントの

注文をご利用いただけるサービスを開始しました。 

⑧ 好評を頂いている「変換・保存サービス」に、従来の「静止画」に加えて、「動画」や「ドキュメント

ファイル」などもまとめてＤＶＤに保存できる、「データコピーサービス」を開始しました。 

⑨ 「カメラのキタムラ」店頭のプリント注文機から、「マイフォトボックス」に画像データを預けたり、

「マイフォトボックス」の画像をダウンロードしてプリント注文できるサービスを開始しました。 

⑩ ブックオフコーポレーション株式会社が展開する「ＢＯＯＫＯＦＦ ＳＵＰＥＲ ＢＡＺＡＡＲ大宮ステ

ラタウン」内に中古買取センターをオープンしました。カメラ専門店である「カメラのキタムラ」ブラ

ンドと、リユースに強い「ブックオフ」ブランドの相乗効果で、高額商品であるカメラの販売・買い取

りの拡大を目指しております。 

⑪ 当社ネットショップをモール化し、総合的な商品の提案や、顧客の利便性向上を実現する「eモール」を

開発中であります。また、平成24年８月より「カメラのキタムラ」全店舗にタブレット端末を導入し、

商品販売時にその場で説明、関連商品のおすすめ提案をするなどの活用を開始しました。 

⑫ 平成24年９月１日に、当社の連結子会社である株式会社ピクチャリングオンラインを吸収合併しまし

た。企業ブランドの統合を進めるとともに、ネット販売と店舗販売の相乗効果を更に高めていくことを

目指しております。  

⑬ 「eモール」の設計・開発を促進するため、合弁会社「サイエント コマーステクノロジー株式会社」を

設立しました。近年、急速に変化を続けるeビジネス市場において、キタムラの次なるeビジネスの発展

のため、迅速かつ精度の高いＥＣシステム開発を行うプロフェッショナルなエンジニアを集結させ、更

なるビジネスの拡大を目指しております。  

  

 この結果、当第３四半期連結累計期間において当社グループの実績は、売上高105,811百万円（前年同期比

1.5%増）、営業利益4,118百万円（前年同期比158.6%増）、経常利益4,233百万円（前年同期比107.8%増）、四半

期純利益2,387百万円（前年同期比111.7%増）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は65,446百万円となり、前連結会計年度末に比べて6,272百万円増加し

ました。これは主に商品が3,497百万円、未収入金が1,708百万円増加したこと等によるものであります。 

（負債）  

  当第３四半期連結会計年度末の負債合計は45,775百万円となり、前連結会計年度末に比べて4,064百万円増加

しました。これは主に借入金の減少1,256百万円があったものの、支払手形及び買掛金が3,494百万円、未払法人

税等が1,218百万円増加したこと等によるものであります。 

（純資産） 

  当第３四半期連結会計期間末の純資産は19,671百万円となり、前連結会計年度末に比べて2,208百万円増加し

ました。これは主に利益剰余金が2,218百万円増加したこと等によるものであり、この結果自己資本比率は

29.9％となりました。  

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成25年３月期の業績予想につきましては、平成24年５月11日公表の「平成24年３月期決算短信」に修正はご

ざいません。   

   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 （税金費用の計算）  

  税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算をしております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 （会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）  

  当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

 なお、これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響

は軽微であります。  

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,921 6,053

受取手形及び売掛金 5,971 7,080

商品 11,828 15,325

原材料及び貯蔵品 958 1,050

前払費用 645 719

繰延税金資産 369 369

未収入金 3,364 5,072

その他 221 357

貸倒引当金 △15 △71

流動資産合計 29,265 35,958

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 13,758 14,038

減価償却累計額 △9,508 △9,767

建物及び構築物（純額） 4,250 4,270

機械装置及び運搬具 1,146 1,207

減価償却累計額 △761 △857

機械装置及び運搬具（純額） 385 349

工具、器具及び備品 8,004 7,985

減価償却累計額 △6,249 △6,256

工具、器具及び備品（純額） 1,755 1,729

土地 5,576 5,576

リース資産 1,006 965

減価償却累計額 △633 △525

リース資産（純額） 372 440

建設仮勘定 4 1

有形固定資産合計 12,345 12,367

無形固定資産   

ソフトウエア 1,823 1,654

その他 719 889

無形固定資産合計 2,543 2,544

投資その他の資産   

投資有価証券 603 591

長期貸付金 47 44

長期前払費用 348 308

繰延税金資産 2,336 2,347

敷金及び保証金 10,254 9,863

仕入先長期積立金 1,432 1,422

その他 89 90

貸倒引当金 △92 △91

投資その他の資産合計 15,019 14,576

固定資産合計 29,908 29,488

資産合計 59,173 65,446
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,778 16,273

短期借入金 100 3,580

1年内返済予定の長期借入金 8,239 6,966

未払法人税等 290 1,509

未払消費税等 284 339

未払費用 2,226 2,719

賞与引当金 749 435

役員賞与引当金 10 －

その他 1,876 2,156

流動負債合計 26,556 33,980

固定負債   

長期借入金 10,472 7,009

退職給付引当金 3,223 3,298

役員退職慰労引当金 612 541

商品保証引当金 311 348

資産除去債務 128 135

その他 404 460

固定負債合計 15,154 11,795

負債合計 41,711 45,775

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,852 2,852

資本剰余金 2,419 2,419

利益剰余金 12,531 14,750

自己株式 △539 △539

株主資本合計 17,263 19,482

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 121 115

その他の包括利益累計額合計 121 115

少数株主持分 76 73

純資産合計 17,462 19,671

負債純資産合計 59,173 65,446
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年12月31日) 

売上高 104,283 105,811

売上原価 63,831 64,251

売上総利益 40,452 41,560

販売費及び一般管理費 38,859 37,442

営業利益 1,592 4,118

営業外収益   

受取利息 7 7

受取配当金 12 12

受取手数料 73 70

仕入割引 148 146

負ののれん償却額 352 －

その他 138 108

営業外収益合計 732 345

営業外費用   

支払利息 188 171

支払手数料 83 32

売上割引 5 7

貸倒引当金繰入額 － 2

その他 9 16

営業外費用合計 287 230

経常利益 2,037 4,233

特別利益   

固定資産売却益 0 －

投資有価証券売却益 3 －

特別利益合計 3 －

特別損失   

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 32 81

減損損失 46 136

災害による損失 50 －

投資有価証券評価損 1 －

その他 1 －

特別損失合計 132 217

税金等調整前四半期純利益 1,908 4,015

法人税等 782 1,631

少数株主損益調整前四半期純利益 1,126 2,383

少数株主損失（△） △1 △3

四半期純利益 1,128 2,387
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,126 2,383

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △9 △6

その他の包括利益合計 △9 △6

四半期包括利益 1,117 2,377

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,118 2,381

少数株主に係る四半期包括利益 △1 △3

- 7 -

㈱キタムラ（２７１９）　平成25年３月期　第３四半期決算短信



 該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業等を含

んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額△932百万円には、主に当社グループ間の受取配当金の相殺△984百万

円、グループ会社間の未実現損益の調整による影響額52百万円が含まれております。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報   

（固定資産に係る重要な減損損失） 

    当第３四半期連結累計期間において、固定資産にかかる重要な減損損失はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

  当第３四半期連結累計期間において、のれんの金額の重要な変動はありません。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

  当第３四半期連結累計期間において、重要な負ののれん発生益はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント

その他

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３

店舗販売 通信販売 レンタル
服飾卸

販売 
計

売上高                 

外部顧客への売上高  83,140  9,275  4,044  1,154  97,613  6,669  104,283  －  104,283

セグメント間の内部売上高

又は振替高  2  －  0  88  92  93  185  △185  －

計  83,143  9,275  4,044  1,242  97,706  6,763  104,469  △185  104,283

セグメント利益又は損失

（△） 
 2,249  △13  69  232  2,537  431  2,969  △932  2,037
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業等を含

んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額△389百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△384百万円、

グループ会社間の未実現損益の調整による影響額△５百万円が含まれております。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

   従来、報告セグメントとして記載する事業セグメントについては、「店舗販売事業」「通信販売事業」

「レンタル事業」「服飾卸販売事業」としておりましたが、「店舗販売事業」と「通信販売事業」を集約

し、また「写真卸販売事業」を追加して、「店舗販売事業」「レンタル事業」「服飾卸販売事業」「写真卸

販売事業」の事業セグメントに変更することといたしました。 

   「店舗販売事業」と「通信販売事業」を集約した理由は、従来の報告セグメントである「店舗販売事業」

と「通信販売事業」を一体とすることで、経営資源の集中と管理の合理化を図り、事業グループの成長戦略

実現のための組織体へと変革することを目的とした組織改正（平成24年９月１日実施）に伴うものでありま

す。「写真卸販売事業」を追加した理由は、重要性が増したためであります。 

   当該変更に伴う前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日）に係る報告

セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報は以下の通りであります。 

（単位：百万円）

（注）セグメント利益又は損失の調整額△872百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△924百万円、グル

ープ会社間の未実現損益の調整による影響額52百万円が含まれております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報   

（固定資産に係る重要な減損損失） 

    当第３四半期連結累計期間において、固定資産にかかる重要な減損損失はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

  当第３四半期連結累計期間において、のれんの金額の重要な変動はありません。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

  当第３四半期連結累計期間において、重要な負ののれん発生益はありません。 

  

報告セグメント

その他

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３

店舗販売 レンタル 
服飾卸

販売 
写真卸

販売 
計

売上高               

外部顧客への売上高  93,401  4,006  1,098  3,898 102,404 3,406  105,811  － 105,811

セグメント間の内部売上高

又は振替高  9  －  73  95 178  0  178  △178 －

計  93,411  4,006  1,172  3,993 102,583 3,406  105,990  △178 105,811

セグメント利益又は損失

（△） 
 3,834  97  194  376 4,502 120  4,622  △389 4,233

  

報告セグメント

その他 合計 
調整額 
（注） 

四半期連結

損益計算書

計上額 店舗販売 レンタル 
服飾卸

販売 
写真卸

販売 
計

売上高               

外部顧客への売上高  92,415  4,044  1,154  3,447 101,061 3,221  104,283  － 104,283

セグメント間の内部売上高

又は振替高  2  0  88  93 185  －  185  △185 －

計  92,418  4,044  1,242  3,541 101,247 3,221  104,469  △185 104,283

セグメント利益又は損失

（△） 
 2,171  69  232  334 2,808 101  2,909  △872 2,037
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